
平
成
二
十
五
度
全
国
青
少
年
赤
十
字
賛
助

奉
仕
団
協
議
会
総
会
（
報
告
）

委
員
長

日
高
敬
司

平
成
二
十
五
年
七
月
四
・
五
日
、
日
本
赤
十
字
社
本
社
に
お

い
て
、
全
国
四
十
七
都
道
府
県
委
員
長
、
日
赤
本
社
関
係
者
六

十
余
名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
日

一
開
会
式
、
写
真
撮
影

二
総
会

①
平
成
二
十
四
年
度
事
業
・
会
計
・
監
査
報
告

②
役
員
改
選

③
平
成
二
十
五
年
度
事
業
計
画
・
予
算
案

④
創
立
五
十
周
年
記
念
事
業
（
平
成
二
十
六
年
）

三
ブ
ロ
ッ
ク
会
協
議
（
第
五
、
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
）

①
防
災
教
育
に
つ
い
て

防
災
へ
の
意
識
化
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
一
体
化

②
賛
助
奉
仕
団
の
活
性
化

団
員
の
研
修
会
、
講
師
団
の
結
成

③
指
導
者
協
議
会
と
の
連
携

合
同
研
修
会
、
サ
ポ
ー
ト
体
制

④
賛
助
奉
仕
団
員
の
加
盟
校
促
進
に
果
す
役
割

第
二
日

一
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
被
災
三
県
（
福
島
・
宮
城
・
岩

手
）
の
報
告

赤
十
字
奉
仕
団
と
青
少
年
赤
十
字
少
年
赤
十
字
の
愛
と
絆

の
記
録

二
鹿
児
島
県
賛
助
奉
仕
団
に
よ
る
支
援
事
業

団
員
が
「
紅
さ
つ
ま
」
を
植
え
付
け
、
六
〇
〇
キ
ロ
㌘
を

福
島
市
の
子
ど
も
に
送
呈
す
る
ま
で
の
報
告

三
ブ
ロ
ッ
ク
会
報
告

四
全
体
討
議

五
閉
会
式

平
成
二
十
五
年
度
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

青
少
年
赤
十
字
賛
助
奉
仕
団
連
絡
協
議
会

（
報
告
）

今
年
度
は
本
県
が
開
催
県
と
い
う
こ
と
で
、
日
赤
県
支
部
の

多
大
の
ご
協
力
と
団
員
の
皆
様
の
お
陰
で
準
備
も
万
端
整
え
、

他
県
の
皆
様
を
お
迎
え
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
の
コ

ン
セ
プ
ト
は
「
広
島
ら
し
さ
」
を
全
面
に
、
第
一
は
、
原
爆
投

下
後
多
大
の
医
薬
品
を
送
り
届
け
て
い
た
だ
い
た
ジ
ュ
ノ
ー
博

士
の
ア
ニ
メ
の
上
映
と
顕
彰
碑
見
学
。
第
二
は
、
血
液
セ
ン
タ
ー

（
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
血
液
セ
ン
タ
ー
）
の
見
学
。
第
三
は

最
終
日
の
昼
食
時
の
「
お
好
み
村
」
へ
の
案
内
で
し
た
。

第
一
日

一
日
時

十
月
三
日
（
木
）
十
三
時
三
十
分

二
会
場

広
島
市
文
化
交
流
会
館

三
参
加
者

県
外
十
六
名
、

県
内
十
五
名

四
開
会

挨
拶

・
中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
長

福
原
則
昭

・
広
島
県
賛
助
奉
仕
団
委
員
長

日
高
敬
司

・
日
本
赤
十
字
社
広
島
県
支
部
事
務
局
長

桂
木
弘
二
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五
ア
ニ
メ
映
画
「
マ
ル
セ
ル
・
ジ
ュ
ノ
ー
」
上
映

（
解
説

広
島
県
賛
助
奉
仕
団
副
委
員
長

山
中
章
敬
）

六
実
践
報
告

「
人
道
的
完
成
を
培
い
、
思
い
や
り
の
心
を
育
む
」

広
島
市
立
吉
島
中
学
校

田
村
真
一
先
生
（
内
容
は
別

記
）

七
協
議
会
（
次
の
項
目
を
事
前
に
回
答
し
て
い
た
だ
き
重
要

点
の
報
告
・
協
議
を
行
っ
た
）

１
各
県
の
防
災
教
育
の
現
状
に
つ
い
て
（
東
日
本
大
震
災

の
教
材
化
）

（
愛
媛
県
で
は
、
江
戸
時
代
津
波
か
ら
守
っ
た
和
歌
山
県

の
史
実
を
も
と
に
「
稲
む
ら
の
火
」
と
し
て
教
材
化
し
、

学
校
で
使
用
し
て
い
る
）

①
賛
助
奉
仕
団
と
し
て
の
防
災
教
育
に
つ
い
て

②
各
県
支
部
が
行
っ
て
い
る
防
災
教
育
に
つ
い
て

③
各
県
教
育
委
員
会
の
動
き

④
県
内
他
の
赤
十
字
奉
仕
団
の
活
躍

⑤
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
動
き
に
つ
い
て

２
賛
助
奉
仕
団
の
活
性
化
に
つ
い
て

①
団
員
（
会
員
）
の
研
修
会
に
つ
い
て

（
各
県
と
も
総
会
と
併
せ
た
研
修
会
や
、
赤
十
字
奉
仕

団
・
指
導
者
研
修
会
等
の
研
修
会
に
積
極
的
に
参
加

し
て
い
る
）

②
他
奉
仕
団
（
地
域
・
特
殊
奉
仕
団
）
と
の
連
携
に
つ
い

て③
加
入
促
進
に
つ
い
て

３
指
導
者
協
議
会
と
の
連
携
に
つ
い
て

①
合
同
研
修
会
・
研
究
会
に
つ
い
て

②
指
導
者
協
議
会
へ
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

③
ト
レ
セ
ン
へ
の
協
力
・
ト
レ
セ
ン
の
あ
り
方
に
つ
い
て

④
青
少
年
赤
十
字
加
盟
校
へ
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

★
愛
媛
県
の
平
松
清
一
委
員
長
が
県
内
の
学
校
に
「
い
と

す
ぎ
」
の
植
樹
を
通
し
て
児
童
生
徒
に
赤
十
字
の
意
味
と

環
境
を
訴
え
大
き
な
成
果
を
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
共

感
し
て
、
本
ブ
ロ
ッ
ク
を
今
後
名
称
「
い
と
す
ぎ
会
」
と

し
、
い
と
す
ぎ
植
樹
の
推
進
を
誓
っ
た
。

八
懇
親
会

余
興
と
し
て
水
内
神
楽
団
に
よ
る
神
楽
上
演

（
神
楽
団
員
の
中
に
Ｊ
Ｒ
Ｃ
指
導
者
が
在
籍
）

第
二
日

一
マ
ル
セ
ル
・
ジ
ュ
ノ
ー
博
士
顕
彰
碑
見
学

（
案
内

広
島
県
賛
助
奉
仕
団
副
委
員
長

山
中
章
敬
）

二
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
見
学

（
実
践
報
告
）

Ｈ
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
と
と
も
に

広
島
市
立
吉
島
中
学
校

田
村
真
一

加
盟
校
で
あ
る
吉
島
中
学
校
に
着
任
し
た
と
き
、
最
初
に
目

に
映
っ
た
光
景
、
そ
れ
は
校
門
付
近
で
募
金
活
動
に
勤
し
む
生

徒
の
姿
だ
っ
た
。
聞
け
ば
、
こ
の
『
一
円
玉
募
金
』
が
唯
一
の

Ｊ
Ｒ
Ｃ
活
動
と
の
こ
と
。
校
長
室
で
「
Ｊ
Ｒ
Ｃ
を
し
っ
か
り
や
っ

て
下
さ
い
」
と
お
声
掛
け
を
頂
い
た
の
が
、
現
指
導
者
協
議
会

長
の
藤
川
先
生
。
六
年
前
に
遡
る
う
ら
暖
か
な
春
の
、
い
ま
と

な
っ
て
は
懐
か
し
い
一
幕
で
あ
る
。

翌
年
、
早
速
広
島
県
の
Ｊ
Ｒ
Ｃ
研
究
指
定
校
を
申
請
(
こ
こ

に
辿
り
着
く
迄
に
は
、
相
当
数
の
苦
労
が
あ
っ
た
)
こ
れ
を
皮

切
り
に
、
校
内
に
Ｊ
Ｒ
Ｃ
が
大
き
く
浸
透
し
始
め
る
。
研
究
主

題
は
、
主
に
次
の
二
点
に
集
約
設
定
し
た
。

①
Ｊ
Ｒ
Ｃ
活
動
推
進

②
Ｅ
Ｈ
Ｌ
(
国
際
人
道
法
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
)
の
導
入

前
者
は
、
本
校
Ｊ
Ｒ
Ｃ
の
そ
も
そ
も
の
ニ
ー
ズ
か
ら
、
そ
し

て
後
者
に
対
し
て
は
、
Ｊ
Ｒ
Ｃ
活
動
の
本
来
的
意
義
で
あ
る
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「
人
道
的
価
値
観
」
の
醸
成
と
い
う
希
い
を
、
靱
く
込
め
導
き

出
し
た
。

や
が
て
学
校
経
営
目
標
の
中
に
<
Ｊ
Ｒ
Ｃ
活
動
推
進
>
の
文
言

が
盛
り
込
ま
れ
、
吉
島
Ｊ
Ｒ
Ｃ
黎
明
期
が
始
動
。
新
た
に
『
Ｊ

Ｒ
Ｃ
掲
示
板
』
を
三
カ
所
、
そ
し
て
学
年
毎
の
『
Ｖ
Ｓ
掲
示
板
』

を
設
置
、
校
内
随
所
に
<
Ｈ
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
>
と
「
気
づ
き
、

考
え
、
実
行
す
る
」
の
文
字
掲
示
が
溢
れ
か
え
る
。
総
合
的
学

習
の
時
間
で
の
、
所
謂
<
健
康
・
安
全
>
諸
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
展
開
、

そ
し
て
全
校
集
会
や
広
報
誌
等
に
よ
る
Ｊ
Ｒ
Ｃ
の
発
信
、
<
Ｖ

Ｓ
掲
示
板
>
を
介
し
て
の
各
種
Ｖ
Ｓ
の
高
揚
・
実
践
等
、
Ｊ
Ｒ

Ｃ
そ
の
も
の
が
、
次
第
に
大
き
な
位
置
を
占
め
始
め
、
少
し
ず

つ
他
校
の
活
動
域
に
近
づ
い
て
い
く
。
日
韓
交
流
事
業
等
、
Ｊ

Ｒ
Ｃ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
諸
活
動
(
Ｊ
Ｒ
Ｃ
ト
レ
セ
ン
、

Ｊ
Ｒ
Ｃ
県
大
会
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
海
外
た
す
け
あ
い
、
広
島
フ
ラ
ワ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
パ
レ
ー
ド
、
国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
)
に

は
、
可
能
な
限
り
生
徒
に
参
加
機
会
を
創
出
し
た
。
活
動
の
拡

が
り
に
呼
応
し
、
指
導
者
数
も
次
第
に
増
加
し
て
い
っ
た
。

<
Ｅ
Ｈ
Ｌ
>
導
入
は
、
私
の
着
任
２
年
目
の
シ
ー
ズ
ン
に
始
ま

る
。
当
時
、
一
年
生
全
ク
ラ
ス
を
ス
タ
ー
ト
学
年
と
し
て
、
Ｉ

Ｃ
Ｒ
Ｃ
（
赤
十
字
国
際
委
員
会
）
の
手
に
よ
る
こ
の
学
習
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
、
道
徳
教
材
(
一
部
学
級
活
動
)
と
し
て
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
組
み
込
み
展
開
実
施
し
た
。

ね
ら
い
は
、
「
人
道
法
の
(
事
例
)
探
求
」
そ
れ
自
体
が
、
生

徒
の
人
道
的
感
性
に
直
接
訴
え
か
け
て
い
く
そ
の
効
用
に
あ
る
。

「
人
間
の
尊
厳
と
は
何
か
」
と
問
い
、
内
外
の
事
例
の
中
に

<
命
>
と
<
尊
厳
>
の
於
か
れ
て
い
る
状
況
を
鋭
く
見
抜
き
、
考
察

を
重
ね
、
人
道
的
価
値
観
構
築
の
足
掛
か
り
と
な
る
<
視
点
>
を

自
ら
探
り
あ
て
掴
み
取
ら
せ
て
い
く
。
応
用
プ
ロ
セ
ス
で
は

「
傷
つ
き
損
な
わ
れ
た
<
尊
厳
>
」
を
ど
う
回
復
し
取
り
戻
し
て

い
く
か
、
「
傷
つ
い
た
人
々
」
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
支
援

が
必
要
か
と
い
う
考
察
に
移
行
す
る
。
文
字
通
り
<
Ｈ
Ｕ
Ｍ
Ａ

Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
>
実
現
の
考
察
そ
の
も
の
を
積
み
上
げ
て
い
く
わ
け

で
あ
る
。
生
徒
た
ち
は
(
場
合
に
よ
っ
て
は
教
師
も
)
常
に
<
Ｈ

Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
>
と
真
正
面
か
ら
向
き
合
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
<
Ｅ
Ｈ
Ｌ
>
の
徹
底
実
施
を
通
じ
て
、
私
は
過
去

遭
遇
し
た
こ
と
の
な
い
成
果
(
生
徒
、
と
り
わ
け
リ
ー
ダ
ー
層

の
変
容
)
の
数
々
を
目
の
当
た
り
に
す
る
。

<
命
>
と
<
尊
厳
>
を
、
<
Ｈ
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
>
の
尺
度
と
し
て

探
求
を
推
し
進
め
る
<
Ｅ
Ｈ
Ｌ
>
。
そ
れ
は
、
生
徒
の
言
語
認
識

の
変
遷
と
し
て
、
そ
の
最
初
の
兆
候
を
露
わ
に
し
て
く
れ
た
。

生
徒
作
文
や
各
種
感
想
文
に
、
と
き
に
生
徒
自
身
の
会
話
の
端
々

に
、
<
命
>
と
<
尊
厳
>
、
こ
の
文
言
が
見
え
始
め
、
と
り
わ
け
、

生
徒
会
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
、
自
身
の
挨
拶
文
や
演
説
等
に
、
ご

く
普
通
に
常
用
し
て
観
せ
た
。
Ｅ
Ｈ
Ｌ
に
限
ら
ず
、
「
Ｈ
Ｕ
Ｍ

Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
」
の
定
義
づ
け
・
理
解
を
疎
か
に
し
た
の
で
は
、

Ｊ
Ｒ
Ｃ
活
動
と
し
て
は
不
充
分
で
あ
る
と
い
う
、
こ
れ
迄
の
私

の
ジ
レ
ン
マ
に
対
す
る
、
見
事
な
迄
も
の
解
答
例
が
こ
う
し
て

具
現
化
さ
れ
た
。

吉
島
中
学
校
で
施
し
た
(
或
い
は
今
な
お
実
践
を
重
ね
て
い

る
)
Ｊ
Ｒ
Ｃ
活
動
推
進
の
六
年
間
を
鳥
瞰
し
、
今
日
的
成
果
(
無

論
課
題
も
)
を
振
り
返
る
度
に
、
私
た
ち
指
導
者
に
あ
て
が
わ

れ
た
幾
つ
か
の
偶
然
(
幸
運
と
称
す
る
べ
き
か
)
に
負
う
部
分
が

少
な
か
ら
ず
介
在
し
て
い
た
こ
と
を
最
後
に
記
し
て
お
き
た
い
。

(
管
理
職
の
先
生
を
含
む
)
良
き
教
師
仲
間
を
得
ら
れ
た
こ
と
。

そ
れ
は
、
何
物
に
も
代
え
難
い
力
と
な
り
、
気
力
の
充
実
・
継

続
に
繋
が
る
。
学
校
は
、
も
と
よ
り
組
織
で
動
く
も
の
。
周
囲

の
理
解
に
い
か
に
漕
ぎ
着
け
る
か
が
や
は
り
最
初
の
鍵
と
な
る
。

次
に
、
良
き
生
徒
た
ち
(
特
に
新
入
生
た
ち
)
。
<
Ｅ
Ｈ
Ｌ
>
授
業

を
通
じ
て
、
熱
い
想
い
と
共
感
を
寄
せ
、
<
Ｈ
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｔ

Ｙ
>
に
対
す
る
驚
異
的
な
理
解
度
を
示
し
て
く
れ
た
、
と
り
わ

け
(
秀
で
た
感
性
に
恵
ま
れ
た
)
リ
ー
ダ
ー
生
徒
た
ち
。
彼
(
彼

女
)
等
こ
そ
、
本
校
Ｊ
Ｒ
Ｃ
推
進
の
真
の
立
役
者
で
あ
り
、
偉

大
な
牽
引
者
で
も
あ
っ
た
。
多
く
の
活
動
で
は
常
に
先
頭
に
立

ち
、
自
ら
の
言
葉
で
<
Ｈ
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
>
を
熱
く
語
り
(
生

徒
総
会
・
生
徒
集
会
)
、
時
に
大
人
た
ち
や
教
師
の
前
で
さ
え

(
研
究
発
表
会
)
自
ら
の
想
い
を
吐
露
せ
し
め
た
。
こ
う
し
た
凄

ま
じ
い
成
長
の
軌
跡
に
出
遭
え
た
こ
と
が
、
私
に
は
最
も
大
き

い
指
導
体
験
と
な
っ
た
。

最
後
は
、
や
は
り
日
赤
サ
イ
ド
の
支
え
で
あ
る
。
<
Ｅ
Ｈ
Ｌ
>

に
つ
い
て
並
々
な
ら
ぬ
関
心
と
深
い
造
詣
を
持
ち
、
Ｊ
Ｒ
Ｃ
の

現
在
・
未
来
(
先
端
)
を
常
に
見
極
め
、
指
導
者
層
の
想
い
・
希

い
に
精
一
杯
応
え
支
援
頂
け
る
、
私
の
吉
島
中
学
校
着
任
時
の

支
部
支
援
体
制
と
は
、
ま
さ
に
国
内
で
も
有
数
の
レ
ベ
ル
の
も

の
で
あ
っ
た
と
回
想
す
る
。

振
り
向
け
ば
い
つ
も
傍
ら
に
<
Ｈ
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
>
の
言
葉

が
あ
っ
た
。
人
が
代
わ
り
時
代
が
移
ろ
い
ゆ
く
潮
流
の
中
で
、

本
校
が
今
後
ど
の
よ
う
な
熟
成
を
遂
げ
て
い
く
の
か
、
関
心
は

尽
き
な
い
。

「
人

道
を

幻
夢

み
し

集
ふ

春
の

宵
」

（
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
で
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
）

平
成
二
十
五
年
度
青
少
年
赤
十
字
賛
助
奉

仕
団
総
会
（
報
告
）

幹
事

采
谷
宣
子

今
年
の
総
会
は
、
中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
が
本
県
で
開
催
さ

れ
る
た
め
、
九
月
二
十
六
日
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

一
事
業
及
び
会
計
報
告
に
つ
い
て

・
昨
年
度
の
事
業
及
び
会
計
報
告
が
承
認
さ
れ
、
本
年
度
の

事
業
計
画
及
び
予
算
が
決
定
し
ま
し
た
。

・
本
年
度
退
団
者
一
名
、
ご
逝
去
者
三
名
（
別
記
訃
報
連
絡
）

の
報
告

二
本
年
度
団
費
請
求
に
つ
い
て

四
十
三
名
に
団
費
請
求
、
昨
年
度
未
納
者
十
一
名
。

三
中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
賛
助
奉
仕
団
研
修
会
に
つ
い
て

こ
の
研
修
会
へ
の
費
用
と
し
て
十
万
円
支
出
す
る
こ
と
と

し
た
。
ま
た
日
程
、
予
算
計
画
、
役
割
分
担
な
ど
を
審
議

し
た
。

四
そ
の
他

「
い
と
す
ぎ
の
種
を
育
て
る
」
活
動
を
推
進
す
る
こ
と
と

し
た
。
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平
成
二
十
五
年
度
青
少
年
赤
十
字
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
報
告
）

今
年
度
の
ト
レ
セ
ン
は
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
期
日
・

会
場
は
各
校
種
同
一
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

・
期
日

平
成
二
五
年
八
月
一
八
～
二
○
日

・
会
場

広
島
市
似
島
臨
海
少
年
自
然
の
家

一
小
学
校

・
参
加
校
数

四
校

・
参
加
児
童
数

一
五
名

・
⑤
ス
タ
ッ
フ

一
八
名

・
賛
助
奉
仕
団
ス
タ
ッ
フ

一
名

（
河
戸
靖
子
）

二
中
学
校

・
参
加
校
数

九
校

・
参
加
生
徒
数

三
二
名

・
ス
タ
ッ
フ

一
九
名

・
賛
助
奉
仕
団
ス
タ
ッ
フ

一
名

（
山
中
章
敬
）

三
高
等
学
校

・
参
加
校
数

四
校

・
参
加
生
徒
数

一
六
名

・
ス
タ
ッ
フ

八
名

・
賛
助
奉
仕
団
ス
タ
ッ
フ

二
名

（
日
高
敬
司
、
野
田
崇
）

平
成
二
十
五
年
度
青
少
年
赤
十
字
広
島
県

大
会
（
報
告
）

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
こ
の
大
会
に
今
年
度
も
団
員
多
数
参
加

し
、
児
童
・
生
徒
の
活
躍
を
見
て
、
若
さ
が
甦
っ
た
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。
分
科
会
で
は
昔
所
属
し
た
校
種
に
従
い
生
徒
と

共
に
体
験
し
ま
し
た
。

一
期
日

平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
日
（
土
）

二
会
場

広
島
市
立
国
泰
寺
中
学
校

三
内
容

１
開
会
式
、
永
年
加
盟
校
表
彰
、
加
盟
校
活
動
紹
介

園稚幼りかひ

２
体
験
発
表

（
広
島
・
韓
国
青
少
年
赤
十
字
相
互
交
流
事
業
派
遣
団
）

３
分
科
会

①
小
学
校
「
防
災
す
ご
ろ
く
」

②
中
学
校
「
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
」
「
地
球
授
業
」

③
高
等
学
校
「
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

危
機
か
ら
の
脱
出
」
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平
成
二
十
五
年
度
広
島
県
赤
十
字
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
研
修
会
（
報
告
）

他
の
赤
十
字
奉
仕
団
と
の
交
流
と
団
員
の
研
修
を
深
め
る
た

め
、
団
員
四
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

一
日
時

平
成
二
十
六
年
二
月
十
四
日
一
○
時
～
十
六
時

二
会
場

日
赤
県
支
部
会
議
室

三
内
容

１
講
義
「
赤
十
字
と
奉
仕
団
」

（
本
奉
仕
団
副
委
員
長

河
戸
靖
子
）

２
ハ
イ
ゼ
ッ
ク
ス
に
よ
る
炊
き
出
し
体
験
及
び
昼
食

３
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
（
防
災
す
ご
ろ
く
）

４
日
赤
県
支
部
の
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
制

５
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
講
義
・
体
験

「
青
少
年
赤
十
字
展
」
に
想
う

顧
問

横
田
三
郎

『
Ｊ
Ｒ
Ｃ
と
地
域
赤
十
字
奉
仕
団
等
と
の
提
携
・
協
働
に
よ
っ

て
、
地
域
に
お
け
る
赤
十
字
活
動
の
充
実
に
寄
与
し
た
い
。
』

地
域
に
お
け
る
赤
十
字
活
動
の
充
実
・
進
展
を
図
る
た
め
に

は
、
青
少
年
赤
十
字
の
活
動
が
基
礎
的
な
役
割
を
担
う
の
で
は

な
い
か
と
思
惟
す
る
か
ら
で
す
。
こ
う
し
た
想
い
に
よ
っ
て
、

平
成
二
十
年
度
か
ら
三
年
間
、
東
広
島
市
赤
十
字
奉
仕
団
が

「
モ
デ
ル
赤
十
字
奉
仕
団
」
と
し
て
の
指
定
を
受
け
、
「
東
広

島
市
に
お
け
る
青
少
年
赤
十
字
赤
十
字
に
協
働
態
勢
の
構
築
」

を
テ
ー
マ
に
活
動
し
ま
し
た
。

「
赤
十
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
礎
研
修
会
」
を
実
施
、
引
き
続

い
て
、
西
条
農
業
高
校
・
黒
瀬
高
校
の
Ｊ
Ｒ
Ｃ
部
員
の
参
加
を

得
て
、
当
奉
仕
団
分
団
の
東
広
島
市
赤
十
字
ヤ
ン
グ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
と
も
に
「
東
広
島
市
青
少
年
赤
十
字
展
」
を
開
催
、
更
に

は
賀
茂
高
校
の
生
徒
会
執
行
部
等
の
参
加
を
得
て
「
東
広
島
市

青
少
年
赤
十
字
研
修
会
」
を
行
い
、
研
修
と
と
も
に
ボ
ー
リ
ン

グ
に
よ
り
交
歓
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
青
少
年
赤
十
字
団
員
が
減
少
し
、
ヤ
ン
グ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
廃
止
、
青
少
年
赤
十
字
と
の
協
働
態
勢
構
築
へ
の
活

動
も
残
念
な
が
ら
中
断
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

平
成
二
十
三
年
度
か
ら
広
島
県
青
少
年
赤
十
字
賛
助
奉
仕
団
の

協
力
の
も
と
「
東
広
島
市
青
少
年
赤
十
字
展
」
を
共
催
す
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
と
な
り
、
今
年
度
も
、
十
一
月
二
・
三
日
の

両
日
、
東
広
島
市
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
し
て
実

施
し
ま
し
た
。

当
日
の
主
な
展
示
は
、
東
広
島
市
立
造
賀
小
学
校
の
「
防
災

教
育
に
取
り
組
ん
で
い
る
四
年
生
十
三
名
が
作
成
し
た
新
聞
」
、

広
島
県
立
広
島
中
・
高
等
学
校
の
「
東
日
本
大
震
災
義
援
金
の

募
集
活
動
」
「
地
域
清
掃
活
動
」
、
広
島
県
立
西
条
農
業
高
等

学
校
の
「
献
血
教
室
に
学
ぶ
生
徒
た
ち
」
「
広
島
県
献
血
ポ
ス

タ
ー
最
優
秀
作
・
梶
原
彩
希
さ
ん
」
、
広
島
県
立
広
島
中
学
校

二
年
・
宗
條
薫
さ
ん
の
「
ト
レ
セ
ン
で
学
ん
だ
こ
と
（
感
想
文
）
」

等
で
し
た
。

展
示
の
ほ
か
「
Ｊ
Ｒ
Ｃ
加
盟
校
の
紹
介
」
「
赤
十
字
奉
仕
団

の
紹
介
（
赤
十
字
関
係
Ｄ
Ｖ
Ｄ
放
映
）
」
「
献
血
関
係
等
の
資

料
配
付
」
等
も
行
い
ま
し
た
。

当
日
の
参
加
者

十
一
月
二
日

九
、
八
○
○
名
、
三
日

一
二
、
九
○
○
名
、
合
計

二
二
、
七
○
○
名
で
し
た
。

こ
の
度
の
「
青
少
年
赤
十
字
展
」
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

東
広
島
市
教
育
委
員
会
、
日
本
赤
十
字
社
広
島
県
支
部
・
同
東

広
島
市
地
区
(
東
広
島
市
社
会
福
祉
課
）
、
広
島
県
赤
十
字
血

液
セ
ン
タ
ー
等
か
ら
、
学
校
へ
の
周
知
資
料
提
供
等
々
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
あ
り
が
た
く
心
か
ら
感
謝
し
て
い

ま
す
。
こ
こ
に
記
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
と
も
、
Ｊ
Ｒ
Ｃ
加
盟
校
が
赤
十
字
奉
仕
団
と
と
も
に
、

地
域
の
市
民
の
方
々
や
関
係
諸
機
関
・
団
体
等
と
連
携
し
、
共

同
し
て
活
動
す
る
こ
と
に
よ
り
、
赤
十
字
活
動
の
充
実
と
青
少

年
赤
十
字
の
健
全
育
成
に
寄
与
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
た

い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
全
国
高
等

学
校
総
合
文
化
祭
・
Ｊ
Ｒ
Ｃ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
部
門
大
会
（
長
崎
県
・
五
島
市
福
江
）

参
加
報
告

副
委
員
長

野
田

崇

去
る
七
月
三
十
一
日
か
ら
八
月
二
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
こ
の

大
会
に
参
加
し
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

昨
年
開
催
さ
れ
た
、
「
二
〇
一
三
長
崎
し
お
か
ぜ
総
文
祭
・

Ｊ
Ｒ
Ｃ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
門
プ
レ
大
会
【
兼
Ｊ
Ｒ
Ｃ
高
校
ト

レ
セ
ン
】
（
長
崎
県
五
島
市
三
井
楽
町
で
八
月
六
日
～
八
日
）
」

に
お
い
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
楽

し
み
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
を
依
頼
さ
れ
、
五
島
に
赴
き
ま
し
た
。

講
演
だ
け
で
な
く
、
二
泊
三
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
共
に
す
る
こ

と
で
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
展
開
や
「
気
づ
き
・
考
え
る
・
実
行

す
る
」
実
践
目
標
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
の
相
関
性
に
つ
い
て
議
論

し
た
ス
タ
ッ
フ
の
先
生
方
と
の
再
会
と
、
参
加
し
た
生
徒
の
成
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長
を
楽
し
み
に
、
す
こ
し
費
用
が
か
か
り
ま
し
た
が
、
日
程
調

整
が
付
い
た
の
で
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
青
森
か
ら
沖
縄
ま
で
二
四
県

生
徒
約
一
二
〇

名
・
引
率
約
五
〇
名
（
長
崎
県
は
Ｊ
Ｒ
Ｃ
・
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト

な
ど
ク
ラ
ブ
活
動
を
す
る
学
校
が
全
て
参
加
し
て
い
た
。
ま
た

五
島
高
校
の
生
徒
・
教
師
が
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
多
数
参
加
し
て

い
た
）
主
催
県
の
参
加
者
が
三
分
の
二
以
上
で
あ
っ
た
。
広
島

か
ら
は
、
宮
島
工
業
高
校
の
近
藤
先
生
と
私
が
視
察
者
と
し
て

参
加
し
ま
し
た
。

第
一
日
（
七
月
三
一
日
）

一
四
：
○
○
長
崎
し
お
か
ぜ
総
合
文
化
祭
（
以
下
総
文
祭
）

Ｊ
Ｒ
Ｃ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
門
大
会
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
Ｊ
Ｒ
Ｃ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
門
会
長
（
五
島

高
校
校
長
）
、
生
徒
実
行
委
員
長
（
長
崎
商
高
３
年
）
、
福
江

市
長
等
の
歓
迎
挨
拶
が
あ
り
、
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
五
島
高
校
生

徒
に
よ
る
、
「
ヘ
ト
マ
ト
」
（
福
江
市
の
伝
統
芸
能
・
県
無
形

文
化
財
）
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

記
念
講
演
は
、
関
塚
美
恵
さ
ん
（
国
際
看
護
師
・
名
古
屋
第

二
赤
十
字
病
院
）
が
行
い
、
世
界
の
災
害
・
紛
争
な
ど
赤
十
字

を
必
要
と
す
る
現
状
と
課
題
を
高
校
生
に
訴
え
ま
し
た
。

二
〇
：
三
〇
市
内
の
ホ
テ
ル
に
集
合
し
て
、
第
二
日
に
行

わ
れ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
（
以
下
Ｆ
Ｗ
）
の
打
ち
合
せ
と
仲

間
づ
く
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
編
成
を
次
の
①
世
界

遺
産
を
目
指
す
五
島
教
会
群
の
歴
史
と
課
題
、
②
伝
統
芸
能
・

県
無
形
文
化
財
「
ヘ
ト
マ
ト
」
の
歴
史
と
課
題
、
③
五
島
の
椿

と
自
然
、
④
万
葉
の
里
三
井
楽
町
・
国
境
の
海
岸
漂
流
物
か
ら

学
ぶ
国
際
理
解
と
町
お
こ
し
、
以
上
四
グ
ル
ー
プ
編
成
で
実
施

す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
初
め
て
の
出
会
い
か
ら
、
実
行

委
員
会
の
生
徒
に
よ
る
、
コ
ミ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
レ
ク
レ
ー
シ
ョ

ン
・
仲
間
づ
く
り
、
Ｆ
Ｗ
視
点
の
確
認
・
打
ち
合
せ
に
瞬
く
間

に
予
定
の
二
時
間
が
過
ぎ
ま
し
た
。

第
二
日
（
八
月
一
日
）

九
：
○
○

各
県
の
研
究
発
表
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
工
夫

し
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
し
た
。
と
く
に
、
福
島
県
の
磐

城
第
一
高
等
学
校
の
発
表
は
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
報
告
と
Ｔ
Ｃ
に

お
け
る
「
三
・
一
一
東
日
本
大
震
災
福
島
支
援
感
謝
の
プ
レ
ゼ

ン
ビ
デ
オ
制
作
」
を
披
露
し
て
、
完
成
度
の
高
い
発
表
で
し
た
。

一
二
：
三
〇

四
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
Ｆ
Ｗ
に
出
発
し
ま
し

た
。
私
は
①
世
界
遺
産
を
目
指
す
五
島
教
会
群
の
歴
史
と
課
題

グ
ル
ー
プ
に
同
行
し
、
五
島
教
会
群
を
巡
っ
た
。
江
戸
末
期
か

ら
明
治
に
か
け
建
て
ら
れ
た
教
会
群
は
、
明
治
維
新
の
混
乱
も

あ
っ
て
殉
教
と
弾
圧
の
歴
史
の
中
に
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。一
九
：
○
○

Ｆ
Ｗ
か
ら
帰
っ
た
四
グ
ル
ー
プ
は
、
翌
日
の

発
表
に
向
け
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

第
三
日
（
八
月
二
日
）

九
：
○
○

Ｊ
Ｒ
Ｃ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
門
大
会
作
品
・
活

動
展
示
会
場
の
、
五
島
市
福
江
文
化
会
館
に
お
い
て
Ｆ
Ｗ
発
表

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
Ｆ
Ｗ
の
四
グ
ル
ー
プ
と
も
高
校
生
の
感

性
で
歴
史
と
課
題
を
掘
り
下
げ
、
出
会
っ
て
三
日
目
と
は
思
え

な
い
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
発
揮
し
て
発
表
を
し
ま
し
た
。

閉
会
式
で
、
研
究
発
表
優
秀
校
が
披
露
表
彰
さ
れ
、
福
島
県

磐
城
第
一
高
等
学
校
が
最
優
秀
賞
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
式

後
来
年
度
、
総
文
祭
・
Ｊ
Ｒ
Ｃ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
門
大
会

を
開
催
す
る
茨
城
県
が
、
Ｐ
Ｒ
と
挨
拶
を
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
日
赤
長
崎
県
支
部
事
務
局
長
が
三
日
間
の
講
評
を
行

い
、
大
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

こ
の
総
合
文
化
祭
は
、
二
〇
一
四
・
茨
城
大
会
、
二
〇
一
五
・

滋
賀
大
会
、
二
〇
一
六
・
広
島
大
会
の
順
は
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
広
島
県
高
校
指
導
者
協
議
会
は
、
Ｊ
Ｒ
Ｃ
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
部
門
大
会
を
引
き
受
け
る
こ
と
を
決
定
し
、
宮
島
工
業

高
校
を
会
長
校
と
し
大
会
の
準
備
に
入
り
ま
し
た
。

二
〇
一
五
・
滋
賀
大
会
で
は
、
Ｊ
Ｒ
Ｃ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部

門
を
開
催
し
な
い
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
二
〇
一
四
茨
城
大

会
に
視
察
団
を
派
遣
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
Ｊ
Ｒ
Ｃ
賛
助
奉

仕
団
と
し
て
も
、
支
援
体
制
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
実
践
報
告
）

熊
野
町
赤
十
字
祭
り

～
幼
小
中
高
生
が
共
に
楽
し
く
～

顧
問
（
社
会
福
祉
法
人
光
生
会

理
事
長
）

光
本
凉
子

先
人
の
力
に
導
か
れ
て
加
盟
の
歴
史
は
古
い
。
現
在
九
十
歳

の
古
老
は
、
「
わ
し
も
此
の
マ
ー
ク
を
付
け
て
第
二
小
学
校
に

通
っ
て
お
っ
た
よ
。
活
動
は
何
を
し
た
か
、
よ
う
覚
え
て
は
お

ら
ん
が
の
う
」
と
語
る
。
昭
和
十
年
頃
か
と
推
察
す
る
。
幼
少

期
に
養
わ
れ
た
奉
仕
の
教
育
力
は
偉
大
で
、
今
も
な
お
元
気
で

活
動
を
創
造
し
地
域
福
祉
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
三
十
四
年
間
活
動

中
で
あ
る
。
園
児
も
「
子
ど
も
赤
十
字
加
盟
（
昭
和
五
十
六
年
）
」

以
来
、
青
少
年
赤
十
字
フ
ェ
ル
ト
製
マ
ー
ク
を
胸
に
付
け
元
気

よ
く
毎
日
通
園
し
て
い
る
。

Ｊ
Ｒ
Ｃ
活
動
充
実
を
願
い
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
町
社

協
）
に
働
き
か
け
、
町
人
口
約
二
万
五
千
人
、
高
校
一
校
、
中

学
校
二
校
、
小
学
校
四
校
の
全
校
と
保
育
園
三
園
が
加
盟
し
て

い
る
。
唯
一
の
高
校
で
あ
る
熊
野
高
校
は
創
立
当
初
の
加
盟
で

あ
ろ
う
か
。
保
育
園
と
の
交
流
活
動
は
多
く
長
く
続
い
て
い
る
。

そ
の
間
小
学
校
二
校
は
Ｊ
Ｒ
Ｃ
を
踏
ま
え
た
公
開
教
育
研
究
発

表
会
も
開
催
し
て
い
る
。
ト
レ
セ
ン
参
加
生
徒
へ
は
二
ヶ
年
間

寄
付
金
で
貴
重
な
体
験
を
積
ま
せ
た
。
以
後
、
町
社
協
に
お
願

い
し
た
と
こ
ろ
予
算
化
さ
れ
、
町
内
赤
十
字
祭
り
が
誕
生
し
た
。

日
本
赤
十
字
社
県
支
部
の
支
援
を
受
け
て
年
に
一
度
の
お
祭

り
を
開
催
し
て
い
る
。
町
長
・
教
育
長
を
来
賓
に
迎
え
、
広
い

町
民
会
館
で
、
中
高
生
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
小
学
生
・
幼
児
、
保

護
者
が
集
合
し
活
動
報
告
、
車
椅
子
体
験
、
点
字
器
習
得
等
を

実
施
し
て
い
る
。
昼
食
に
は
、
災
害
時
炊
き
出
し
体
験
、
日
赤

県
支
部
よ
り
人
的
支
援
、
食
材
提
供
、
大
型
炊
飯
器
ま
で
持
ち

込
み
い
た
だ
き
全
員
が
ご
ち
そ
う
に
な
る
。

今
年
で
赤
十
字
祭
り
も
第
七
回
を
迎
え
た
。
参
加
者
を
十
五

班
に
縦
割
り
、
中
学
生
が
幼
児
の
手
を
握
り
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
に
挑
戦
し
た
。
そ
の
様
は
、
人
間
愛
に
あ
ふ
れ
、
優
し
い
声
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か
け
に
幼
児
も
共
に
行
動
。
明
る
い
声
に
満
ち
有
意
義
な
一
日

を
過
ご
し
た
。
六
回
よ
り
有
志
女
性
会
も
調
理
応
援
。
奉
仕
団

に
発
展
す
る
と
の
声
も
聞
く
。
こ
こ
ま
で
暖
か
く
育
て
て
い
た

だ
い
た
町
内
外
Ｊ
Ｒ
Ｃ
指
導
者
各
位
、
町
内
諸
先
生
方
、
保
育

士
の
労
に
感
謝
し
、
継
続
発
展
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

（
会
員
た
よ
り
）

幼
児
の
心
に
赤
十
字
の
愛
の
種
を

～
マ
ル
セ
ル
・
ジ
ュ
ノ
ー
博
士
顕
彰
碑

を
訪
ね
て
～

副
委
員
長

大
木
昭

毎
年
八
月
六
日
の
平
和
記
念
式
典
前
の
広
島
は
平
和
記
念
公

園
を
訪
ね
る
多
く
の
小
中
高
校
生
の
グ
ル
ー
プ
を
見
か
け
る
。

白
木
地
区
の
保
育
園
も
毎
年
平
和
教
育
の
一
環
と
し
て
八
月
二

日
酷
暑
の
中
を
平
和
記
念
公
園
の
慰
霊
碑
め
ぐ
り
を
実
施
し
て

い
る
。
五
年
前
に
青
少
年
赤
十
字
に
登
録
し
て
か
ら
、
賛
助
奉

仕
団
の
一
員
と
し
て
碑
め
ぐ
り
に
同
行
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

本
年
は
広
島
市
の
恩
人
マ
ル
セ
ル
・
ジ
ュ
ノ
ー
博
士
の
顕
彰

碑
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
入
れ
て
も
ら
っ
た
。

県
支
部
の
ス
タ
ッ
フ
の
説
明
を
熱
心
に
聞
い
て
い
た
が
理
解

は
難
し
か
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
成
長
の
襞
に
体

験
と
し
て
刻
み
込
ん
で
置
く
こ
と
は
人
格
形
成
上
有
意
義
だ
と

思
う
。

こ
の
度
慰
霊
碑
め
ぐ
り
に
参
加
し
た
子
は
「
あ
れ
を
見
た
よ
」

と
話
し
て
か
け
て
く
れ
る
。
意
味
は
分
か
ら
ず
と
も
感
覚
的
な

体
験
を
し
っ
か
り
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。
何
時
の
日

に
か
赤
十
字
の
優
し
さ
を
持
っ
た
芽
を
ふ
く
と
思
う
。

青
少
年
赤
十
字
の
灯
火
を
守
る
人
々

副
委
員
長

河
戸
靖
子

昨
年
の
夏
、
こ
の
日
は
庄
原
市
比
和
町
三
河
内
地
区
で
は
、

福
山
の
小
学
五
年
生
約
六
十
名
を
登
山
、
牧
畜
、
農
業
等
の
里

山
農
業
体
験
を
実
施
し
て
い
た
。
最
後
の
夜
の
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ

イ
ヤ
ー
と
い
う
夕
方
に
な
っ
て
突
然
の
雷
雨
が
襲
っ
た
。
雨
は

止
ん
で
も
会
場
の
旧
三
河
内
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
は
水
浸
し
と
な
っ

た
。
本
部
役
員
の
奥
田
さ
ん
を
中
心
と
す
る
大
人
の
ス
タ
ッ
フ

は
別
の
計
画
を
考
え
始
め
て
い
た
。

「
フ
ァ
イ
ヤ
ー
は
楽
し
い
よ
の
う
。
ぼ
く
ら
も
近
所
の
お
ば

さ
ん
達
も
最
後
の
夜
で
楽
し
み
だ
っ
た
。
よ
し
！
や
る
か
。
」

と
立
ち
上
が
っ
た
の
は
三
日
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
た
地

元
の
中
学
・
高
校
生
五
人
だ
っ
た
。
彼
ら
は
自
宅
か
ら
バ
ス
タ

オ
ル
や
バ
ケ
ツ
を
持
ち
寄
り
、
何
と
グ
ラ
ン
ド
の
雨
水
を
絞
り

取
り
始
め
、
フ
ァ
イ
ヤ
ー
が
で
き
る
ま
で
会
場
の
水
を
拭
き
取
っ

た
。
こ
れ
に
は
ス
タ
ッ
フ
の
大
人
や
福
山
の
小
学
校
の
先
生
や

児
童
も
驚
い
た
。
後
日
児
童
の
感
想
文
に
も
こ
の
感
動
が
た
く

さ
ん
書
か
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
言
え
る
。

最
終
日
に
私
は
こ
の
企
画
の
一
コ
マ
の
講
師
に
招
か
れ
て
お

り
、
会
場
を
訪
れ
た
と
こ
ろ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
の
余
韻
の
残
る
火
ど

こ
の
灰
を
片
付
け
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
た
だ
け
で
あ
る
。
し
か

し
、
グ
ラ
ン
ド
の
水
を
拭
き
取
っ
た
と
い
う
生
徒
の
Ｖ
Ｓ
を
知
っ

た
の
は
半
年
も
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

実
は
こ
の
中
学
・
高
校
生
は
以
前
青
少
年
赤
十
字
加
盟
校
の

三
河
内
小
学
校
の
児
童
で
、
私
は
こ
の
学
校
に
Ｊ
Ｒ
Ｃ
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
伺
っ
て
い
た
。
ま
た
、
県
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

の
ス
タ
ッ
フ
で
も
あ
っ
た
の
で
、
彼
ら
を
最
終
日
に
自
宅
ま
で

送
り
届
け
た
こ
と
も
あ
り
よ
く
知
っ
て
い
る
生
徒
で
あ
っ
た
。

そ
の
生
徒
た
ち
が
自
ら
の
意
思
で
フ
ァ
イ
ヤ
ー
の
成
功
の
た
め

に
グ
ラ
ン
ド
の
水
を
拭
き
と
る
と
い
う
Ｖ
Ｓ
を
行
っ
た
の
で
あ

る
。こ
の
里
山
体
験
に
は
他
に
も
感
動
が
あ
る
。
三
日
間
の
活
動

で
福
山
か
ら
来
た
児
童
は
、
地
区
の
家
庭
に
客
と
し
て
で
は
な

く
家
族
と
し
て
迎
え
ら
れ
、
薪
割
り
、
炊
事
、
牛
の
世
話
な
ど

暮
ら
し
を
共
に
し
て
絆
を
深
め
、
別
れ
の
時
は
家
族
と
抱
き
合
っ

て
別
れ
を
惜
し
ん
だ
。

こ
う
し
た
肌
の
触
れ
あ
う
体
験
の
中
か
ら
次
の
よ
う
な
こ
と

も
あ
っ
た
。
不
登
校
傾
向
の
あ
る
児
童
も
参
加
し
て
い
た
が
、

「
帰
宅
後
は
毎
日
登
校
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
保
護
者
や
学

校
長
か
ら
お
礼
の
電
話
が
寄
せ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

な
ぜ
、
三
河
内
地
区
に
は
こ
の
よ
う
な
児
童
も
大
人
も
感
動

す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
と
調
べ
て
み
た
。

地
区
の
と
り
ま
と
め
を
さ
れ
て
い
る
奥
田
さ
ん
に
聞
く
と
、

受
け
入
れ
事
業
の
民
泊
に
立
候
補
さ
れ
た
方
が
「
以
前
、
海
の

鹿
島
小
学
校
と
山
の
三
河
内
小
学
校
の
児
童
が
青
少
年
赤
十
字

活
動
の
一
環
と
し
て
お
互
い
に
宿
泊
を
伴
っ
た
交
流
を
し
て
い

た
の
を
思
い
出
し
た
。
鹿
島
の
子
ど
も
は
冬
に
き
て
ス
キ
ー
や

雪
だ
る
ま
を
作
っ
た
り
し
て
楽
し
ん
だ
。
逆
に
こ
こ
の
子
ど
も

は
夏
に
鹿
島
に
泊
め
て
も
ら
い
、
地
引
網
を
引
か
せ
て
も
ら
っ

た
。
自
分
た
ち
も
家
族
ぐ
る
み
で
付
き
合
い
大
変
楽
し
か
っ
た
。

ま
た
、
や
ろ
う
」
と
い
う
こ
と
で
引
き
受
け
て
い
た
だ
い
た
。

そ
れ
が
現
在
六
年
目
に
な
る
と
い
う
。

こ
の
二
校
の
交
流
の
歴
史
を
調
べ
て
み
た
。
昭
和
四
十
九
年
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校種 全国 広島県

幼稚園 800 8

保育園 723 44

小学校 6,541 174

中学校 3,191 105

高等学校 1,840 56
特別支援校 99 6

合計 13,194 393

学校数（校） 加盟校数（校） 加盟率

全国 38,338 11,671 30.4%
広島県 976 341 34.9%

※加盟校数は、「平成24年度青少年赤十字の概況」から掲載

青少年赤十字加盟校数

青少年赤十字加盟率（幼稚園、保育園は学校数から除く）

※学校数は文部科学省発表『平成24年度学校基本調査（確定値）』による。

（単位：園、所、校）

に
青
少
年
赤
十
字
の
姉
妹
校
と
な
り
、
冬
、
鹿
島
小
学
校
の
五

年
生
と
保
護
者
・
教
職
員
が
来
校
し
、
夏
、
鹿
島
小
学
校
を
訪

問
す
る
と
い
う
地
域
全
体
を
含
め
た
交
流
が
鹿
島
小
学
校
が
廃

校
に
な
る
ま
で
二
十
九
回
も
続
い
た
。
そ
の
後
も
地
域
の
交
流

は
続
き
、
平
成
十
四
年
三
月
三
河
内
小
学
校
の
休
校
式
典
に
は

鹿
島
小
学
校
の
高
尾
元
校
長
先
生
が
来
校
さ
れ
、
「
青
少
年
赤

十
字
の
活
動
を
目
的
と
し
た
交
流
は
素
晴
ら
し
か
っ
た
」
と
思

い
出
を
語
っ
て
お
ら
れ
る
。
三
河
内
小
学
校
の
休
校
後
も
奥
田

さ
ん
は
「
そ
の
後
も
鹿
島
を
訪
ね
る
と
地
域
の
方
々
が
迎
え
て

く
だ
さ
り
保
護
者
同
士
の
交
流
が
続
い
た
」
と
懐
か
し
そ
う
に

語
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。

ま
た
、
鹿
島
の
児
童
に
ス
キ
ー
を
指
導
し
た
進
藤
さ
ん
（
現

比
和
自
然
科
学
館
長
）
は
、
「
鹿
島
の
子
ど
も
は
雪
が
珍
し
く

大
喜
び
で
、
そ
の
子
ど
も
た
ち
に
三
河
内
の
子
ど
も
た
ち
が
優

し
く
ス
キ
ー
を
教
え
て
い
た
」
と
話
さ
れ
た
。
奇
し
く
も
今
回

福
山
の
児
童
に
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
指
導
し
た
森
繁
さ
ん

は
、
鹿
島
小
学
校
と
の
第
一
回
の
交
流
会
に
児
童
と
し
て
夏
の

鹿
島
小
学
校
に
海
体
験
参
加
し
た
方
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
青
少
年
赤
十
字
の
精
神
を
受
け
継
い
だ
子
ど
も

た
ち
も
成
人
し
て
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
、
月
日
は
流
れ
て

も
脈
々
と
Ｊ
Ｒ
Ｃ
の
灯
を
胸
に
と
も
し
続
け
て
い
て
く
だ
さ
る

こ
と
に
感
動
を
覚
え
る
次
第
で
あ
る
。

（
お
手
伝
い
し
た
中
・
高
校
生
）

平
成
二
十
五
年
度
青
少
年
赤
十
字
加
盟
概

況
（
加
盟
校
数
・
加
盟
率
）

平
成
二
十
五
年
度
役
員

顧
問

曽
山

和
彦

田
中

博

塚
本

晃
史

平
越

幸
男

横
田

二
郎

委
員
長

日
高

敬
司

副
委
員
長

射
場
利
久
男

大
木

昭

蔭
山

龍
児

河
戸

靖
子

光
本

涼
子

野
田

崇

水
野

善
親

山
中

章
敬

幹
事

釆
谷

宣
子

吉
丸

朝
美

監
事

恵
美

勇
作

門
田

脩
三

訃
報

連
絡

光
本
吉
伯
氏
（
二
十
五
年
三
月
）

森
田

寛
氏
（
二
十
五
年
四
月
）

池
条
達
夫
氏
（
二
十
五
年
七
月
）

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

編編 編編
集集 集集

後後 後後
記記 記記

今
年
度
は
中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
を
当
県
が
担
当
し
、
準
備

期
間
中
は
何
度
も
会
議
を
開
き
、
検
討
を
重
ね
て
参
り
ま
し
た
。

他
県
の
参
加
者
か
ら
「
広
島
ら
し
い
大
変
良
い
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

だ
っ
た
」
と
評
価
を
得
ま
し
た
。

今
年
度
に
入
り
、
訃
報
連
絡
が
三
件
、
退
団
の
申
し
入
れ
が

一
件
あ
り
ま
し
た
が
、
高
齢
化
の
波
を
は
ね
の
け
て
、
こ
れ
か

ら
も
賛
助
奉
仕
団
の
活
動
に
邁
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
機
関

紙
に
も
皆
様
の
声
を
反
映
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
投
稿
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

○
編
集
委
員

横
田
二
郎
、
射
場
利
久
男
、
大
木
昭
、
蔭
山
龍
児
、

曽
山
和
彦
、
日
高
敬
司
、
河
戸
靖
子
、
采
谷
宣
子
、

野
田
崇
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